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この文書は、我々双葉町民に対する蔑視と差別意外の何もでもない。
我々双葉町民は、国民としての義務を果し、加虐的でなく、ウソで世間を騙さず、友

を信じ平和に暮らしていた。
我々双葉町民は、東電と国らの虚偽・偽りに起因する人災で、国内避難民という身分

にさせられたが、これを容認しているわけではないことをお伝えする。

原発は何があっても「止める・冷やす・閉じ込める」という、原発から放射性物質を、
決して発電所周辺監視区域外へは放出しないという約束の下で、発電所を受け入れ、安
全確保協定の下で、東電は営業を続けていた。しかるに、本文には我々双葉町民の実態
を省みず、あたかも無知・無学で獣であるかのような、悪文で綴られていることを無視
するわけにはいかない。

日本学術会議に先ず求めたいのは、本件原発事故は「●本件事故の因果関係は明らか
にされたのですか？●金澤一郎会長さんには家庭がありますか？●金澤一郎会長さん
は人生の要の歴史、文化、生活、生業、夢、希望、未來を壊されていますか？●金澤一
郎会長さんは、日本学術会議の会議から自分が外されて、自分の人生を「何でもない、
影響が無い」と決められたことがありますか？●事故対応が正しく実施されたのか？●
事故時のマニュアルが正しく実施されたのか？●事故時の情報は正確に適時・適切に、
発電所周辺監視区域外の住民に伝えられたのか？●どうして住民たちが夥しい被ばく
をさせられたのか？● 条通報後のロスタイムをどのように判断しますか？●菅直人
総理大臣が事故情報を独占して、発電所周辺自治体に、なぜ知らせなかったのですか？
●誰が、どの様な理由で、スピイディ情報を止めたのですか？●東電社員と家族は 日
の 時頃から、なぜ、黙って双葉町からいなくなったのですか？●誰が、どの様な理
由で、ヨウ素剤の予防服用をさせなかったのか？●避難指示以降は国が何をしたのか、
しなかったのか？●災害対策基本法・原子力災害対策特別措置法は正しく施行されたの
か？●原子炉等規制法は正しく機能したのか？●保安規定は守られましたか？●政府
災害対策本部長は、本当に現地災害対策本部長に権限の一部を委譲したのか？●原子力
災害応急対策拠点施設はなぜ使えなかったのか（総務省の指摘が実施されていれば機能
したはずだが）？●原子力防災専門官の不作為による被害とは？●原子力安全・保安院
の保安検査官たちが、なぜ 日早朝、常駐のはずの第一原子力発電所から、原子力発
電所周辺監視区域外の自治体の住民よりも早く退避したのか？●事故対応を協議する
合同対策協議会の会議に発電所周辺自治体をいかなる理由で、排除したのか？●本件事
故の当事者は誰ですか？●現場の実情を何も知らない、第三者の不当な介入があります
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が、これをどのように考えますか？●福島の原発事故は、広島の原爆の 個分の放射
能がまかれたと原子力安全・保安院が発表しているが、日本学術会議は、これを本文の
どこに記されたのか？」等について、ご存じであれば、本文に記載されていなければな
らない。

又、これらの事実をわきまえないで、このような文書を作成し、頒布する立場に日本
学術会議があることは、事故前の原子力関係法の如何なる法令、マニュアルには無かっ
たが、これは私の不勉強だったのか、ご教授を是非頂きたい。

◆ 以上の理由により、以下について、この悪文の要所を分解し、解釈と説明
を求めるとともに、証拠の提示を求めるものである。

以下、原文を分解し、解釈し、問題を提起する。（原文は別添）

※ 「正しい放射線防護の対策」という例示と証拠を示して頂きたい。

※ 「科学者の間から様々な意見」という様々な意見を開示して頂きたい。
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※ ・ が「定めた」放射線防護を示して頂きたい。誤用ではないのか？
・「日本政府もこれによって施策を進めています。」とは、どこを指すのか示して頂き
たい。

・「日本学術会議はコメントの重要性に鑑みて」とは、具体的な重要性とは、如何な
ることを言いたいのか分からないが、コメントを出す立場を原子力災害対策マニ
ュアル上（平成 年度改訂版）で明確に示して頂きたい。

・「改めて見解を出す」とは、日本学術会議は原子力災害対策体制のどこに属してい
て、何班の立場でどのような見解を出すというのか示して頂きたい。

※ ・本件（東電の原発事故をいう）の「白血球の減少」の年齢別と症例数を示して頂き
たい。

・《「しきい値」と呼ばれる線量を超える放射線を受けたときだけ現れて、》を本件で
はどのように確認したのか示して頂きたい。

・《しきい値以下では影響が出ない「確定的影響」と、》本件ではどのように確認した
のか示して頂きたい。

・《しきい値が存在せず線量に比例してがんの確立が増える「確率的影響」とがあり
ます。》本件では、何の線量をいうのか分からないので、具体的に、いつ、どこで、
誰の、空間線量なのか、場の線量なのか、外部被ばくなのか、内部被ばくなのかな
ど核種毎に実数で示して頂きたい。

「特１」（以下は、特筆すべき文章なので、特に注目をする）
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※ ・「今回の漏出した放射性物質」今回とは、時間軸と期間を明確にした、緊急時環境
放射線モニタリングの実測値の総量を明示して頂きたい。

・「積算被ばく線量」を干渉チェックするために、平成 年 月 日から同年
月 日までの核種毎の場の線量と空間線量の実測値と測定者の所属、名前、資格
を明記して国民に示して頂きたい。

・「がん発生確率が ％程度増加すると分かっています」これは、言い切っているの
で、本件による実体を公開して頂きたい。

・「 万人規模の疫学調査によっては確認できない程小さなものです」この疫学調査
を公開しなければならないが、少なくとも、ここで言う本件事故における疫学調査
の事実を私は知りたいので、御見解を示して頂きたい。

・「 以下の放射線により増加するがんの確率は、」 以下の放射線とは、
分からないことが多いので、ぜひ教えていただきたい。 以下の放射線とは、
「●外部被ばくなのか？●内部被ばくなのか？●生涯被ばくなのか？●年間なの
か、月間なのか、一日なのか、 時間なのか？●瞬間被ばくなのか？●子供なのか？
●大人なのか？●場の線量なのか？●人の線量なのか？●核種は？●本件事故の
場合、どこで、いつ、何で計測したのか、誰が 以下を計測したのか、又、
立ち合い者は誰か、検証した者は誰か、そのデータは公開されているのか？●

以下という正数を用いることは正確ではないので、実際は端数になるので
はないのか等」を明示しないと、単なる言いふらしに過ぎないので、ぜひ、明確に
答えて頂きたい。

・「受動喫煙や野菜摂取不足によるがんの増加より小さい」これは由々しきことであ
る。放射性物質と受動喫煙及び野菜摂取不足と比べられるだろうか、不思議な話だ。
原発推進機関の でさえ、放射性物質は限りなく少ない方が健康に良いとい
う、 仮説を認めている。どのようなデータと計算式から受動喫煙と野菜不足
を較べているのか明確に証拠を添えて示して頂きたい。
この論をまともに理解するとすれば、核の脅威には受動喫煙を避け、野菜を多く

食べていれば、被ばく被害が無く安全で、核兵器には、耐熱、耐衝撃に備えれば怖
くないという曲論が通ってしまうので、詳しく説明して頂きたい。
算数の世界は、同じ条件でなければ較べられないということを教わった記憶があ
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るので、放射線被ばくと受動喫煙と野菜不足について比べるとするのには、どの様
な換算や単位の整合性をととのえ、どの様な計算の仕方があるのか是非教えて頂き
たい。

《参考資料１》

※ 上図は、正しくない組織が行った会議記録の一部ですが、由々しきことが記されてい
たので、下図に別記した。
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※ 「 μ ｈ以下を基本とし、これを超過した場合にはその地点から先の測定は行
わないものとする。」とは、本件では μ ｈ以上の測定は行われていないという
ことになり。従って、上記の「特１」で記されている文章と整合性が無いことに繋
がると思いますが、証拠を添えて釈明を求めます。

※ ・「第 に、医療や事故における救助作業のように」この場合、従事者の同意を得る
ことは勿論で、厳格な測定と限界設定ならびに、公正な補償基準と終生の補償・賠
償制度が必要なことは勿論である。しかし、本件事故の場合には、 月 日から
このような制度が設けられていないばかりか、高線量で働き、事故の拡大防止に
貢献された者達は、使い捨てにされている実態をどのように考えるのか示して頂
きたい。
従って、日本学術会議は本件事故の場合、どこにも言及する立場に無いので、

ここに記載されたことは迷惑な話でしかない。
・「個人あるいは社会の利益が放射線の被害を上回るときにだけ被ばくが正当化され
ること」 全く意味が分からない。私の解釈では、「東電の利益が被害を上回ると
きは、被ばくが正当化される」は、つまり「東電の を優先させるために、被
ばくのことは言うな」に聞こえてしまう。「 月 日、双葉町にいて 号機のベン
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ト（通告と了解が無かった）の μ ｈの環境下にいて、しかも、 号機の爆
発物を頭から被ったことは、社会の利益（何をどこまでなのか分からない言葉だが）
が、私たちの被ばく被害よりも大きい場合には、我々双葉町民を被ばくさせても正
当化されるんだ。」と解釈できる表現に、強い違和感があることを伝えたい。これ
は、日本学術会議の総意なのか答えて頂きたい。

・「第 に、～一方で基準の設定によって防止できる被害と」 日本学術会議の金澤
一郎会長は、事故前の東京電力福島第一原子力発電所の放射線管理区分をご存じ
なのだろうか？また、毎年行っていた原子力防災訓練の実績もご存じないような
ことを述べているが、はなはだ迷惑で悪質な文章である。

・「他方でそのことによって生じる他の不利益」とは、このようなことは、事故前の
如何なる場面でも文字化されていなかった。これは原子力利権屋たちの隠語だった
のか分からないが、行政の場面では「止める・冷やす・閉じ込める」だけだったの
で、被ばくを利益・不利益に容認するなどあり得ないことだった、詳しく説明願い
たい。

・「（たとえば大量の集団避難による不利益、その過程で生じる心身の健康被害等）」
大量の集団避難による不利益とは、加害者側に発生するもので、集団避難をさせら
れた側には何ら不利益は被らない。させる原因を作り、避難をさせた行為が悪であ
り、避難させられた側には悪意は存在しないので、不利益にはならない。その過程
で生じる心身の健康被害とは、正に本件事故の場合、大きな被害となっている。そ
の過程で生じた被害その責任は、避難を余儀なくさせた国と東京電力 株 にあるこ
とは事実のことなので、説明は要らない。加害者が如何に被害者を救済したか、し
なかったかの判断は簡単で、本件事故の場合は全く救済を怠ったから心身の健康被
害が発生したに過ぎない。日本学術会議会長も我々の被害者の一員だったら、こん
な暴論の記述は決してしないだろう、答えを聞きたい。

・「の両案を勘案して」 勘案して、加害者側に利益が発生すれば、その反面、被害
者は損をし、詐欺被害に遭うことになるが、日本学術会議会長はそれでも良いと考
えているのか、回答を求めます。

・「リスクの総和が最も小さくなるよう最適化した防護の基準を立てること」 先ず、
リスクの総和の計算式を示して頂きたい。最適化した防護の規準とは、予防・防災
以外に道は無い。事故発生後は、事実を偽装や隠蔽でごまかすのではなく、正直で、
正確で、第三者の検査・立ち合いが必要だ。本件事故の場合は、国の公務員職権濫
用により、利益相反と不正が蔓延り、真実は殆ど見当たらない。まして、当事者の
参加を拒み、声を覆うという優越的地位の濫用の塊である。日本学術会議会長も一
翼を担っているとこの文章から見て取れるので、反論を求めます。
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・「第 に、平時の場合であれ」 平時の場合、双葉地方の環境放射線量は平均
μ ｈだったことを忘れる訳にはいかないので、誰にも譲ることは出来ない。

・「緊急時の場合であれ」 緊急時の場合とは、時間軸に沿った分類が必要だ。核分
裂生成物の減衰速度はバラバラなので、正確な緊急時環境放射線モニタリング測定
の実測値からしか判断は出来ない。ここで「緊急時の場合であれ」と、机上論でひ
とくくりにはできないことを踏まえて、語らなければならない。緊急時の場合、机
上論や過去の文献等に頼る「考察」は、混乱させるので避けなければならない第一
条件である。緊急時の場合は、予測値で避難を促し、結果を論じるには、実測値を
使用しなければならないことは、言うまでもないこと。本件事故の場合には、過小
な予測値で、被害者を騙しているが、信用棄損罪（刑法 条）という犯罪に該当
するのではないか、回答を求めます。

・「個人の被ばくする線量には限度を設定すること」 これは何度も言うが、本件事
故前よりも早くから決まっている。事故の規模において後付けできるものではない
ので、この文章は意味を持たない悪文である、回答を求めます。

※ ・「被ばく線量の限度を低く設定すると」前項でも述べたが、原子力発電所周辺監視
区域外では、平常時、緊急時区別されていない。いつでも ㍉シーベルト以下と解
釈しなければ、住民に避難指示が出せない。規模によって増減されても、人体はそ
れについてはいけないことは子供にもわかること。政府の怠慢と職責放棄によって、
避難開始が遅れ、しかも、実態より極端に狭い避難区域を設定されたことは、事件
であり犯罪であるので、回答を求めます。
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・「そのことにより他のデメリットが生じることがあり」ここで言う他のデメリット
について、日本学術会議会長から詳しく説明して頂かなければならない。

・「最適な防護が得られる」最適な防護は、《参考資料 》に示してある通り。
・「緊急時には、単に線量を最低にすることではなく」日本学術会議会長に是非、 号
機の爆発物の下で被ばくの経験して頂かないと、こんなバカなことを言うようにな
る、ご回答お願い致します。

・「様々な要因を考慮して」様々な要因など考えている時間が無く、《参考資料 》以
外の方法は無い。

・「合理的に」などという作文はいつでも、どこでも、誰でも書けるが、事実は一つ
しかないことを胆に銘じるべきだ。

・「達成できる限り」達成できなかったから、多くの国民が被ばくをさせられ、その
結果、政府は 以下とか 以下とか持ち出して、被ばく被害が無かっ
たかという偽装をしているのであるので、是非ご解答をお願いします。

・「被ばく線量を低く保つことが必要なのです」には、どのようにすればよいのか示
して頂きたい。

※ 《参考資料３》を参照のこと。双葉町としては、福島県原子力広報協会で出版してい
た「アトムふくしま」や、別冊の「ウランちゃんの原子力の基礎知識」等において、
放射線の影響については学習していたので、ことさらに、上記枠内の文章に左右され
ることはない。
ここで大きな問題は、本件の被ばく実態と普段の医療被ばく環境を同列に扱ってい

ることである。
先ず、医療被ばくは線源が人工環境の中で厳重に管理されていること、目的に合わ

せて照射量、照射範囲、時間もコントロールされて、公衆には影響が無い管理区域内
に限定されていること。ここで言う「メリット」「デメリット」と不当で「迷惑な被
ばく」は、イコールにはならない話なので、用語の用い方とすれば誤りである。
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しかも、本件の放射線被ばくは、自然環境中に無限で多種の高い線源があり、人工
的にコントロールされていない状態になっているので、公衆がスカイシャイン、グラ
ンドシャインなどの全方位照射の放射線に、四六時中、外部被ばく、接触被ばく、吸
引被ばく、飲食物による被ばく等をさせられていること。
加害者らは事故直後、屋外、屋内の数式にならない線量差を言い出したが、時間が

経つと屋内の方の線量が高くなっているので、論理破綻をしている。
年間 ㍉シーベルト以下とは、福島県原子力広報協会のアトムニュース等や東電、

原子力安全・保安院などの提供資料に、常に記されていたので、日本学術会議に教わ
るまでもない事である。又、「核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法
律」の保安規定等にも記されているので、既知であり、日本学術会議に教わるまでも
ない事である。ご回答をお願いします。

※ 風説の流布に当たるようなこの文章は許し難い。東電は古くから発電所周辺自治体と
住民たちに、何があっても放射能は「止める・冷やす・閉じ込める」と言い続けてき
た。本件においては、愚かにも手の打ちようがなく、ただ事故が自然に沈静化しただ
けで、人為的に放出を止めたわけではない。 年前、郡山市で賠償問題の説明会にお
いて、東電の社員に、発電所から放射能の放出は止まったのかと聞いたら、止まって
いませんと答えた。

本件事故前には、人の生涯被ばく累積量は となっていたことを忘れては
いけない。
日本学術会議はこのことを分かって、このようなウソを書いたのか。分かって書い

て、何も知らない人がこの文書を読んで、納得したとすれば、信用棄損に当たるので
はないかと心配している。
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この文書全体を悪文だと断定しているのは、誰がこの原文を書いたのか知らないが、
当時の双葉町災害対策本部には、このような文書が示されたことがなく、承認したこ
とはなかった。ここの記載は被害者に塩をかけるような、幽霊文書ではないのかと思
う。日本学術会議の皆さんが、自らこの扱いに従い、この環境で家族と暮らしてから、
国民に呼びかけるべきではなかろうか。ご回答を求めます。

本文の内容は本末転倒も甚だしい、被害者の心情をひどく傷つけるものだ。日本学
術会議の良識と見識のある皆さんが、自身がこのような扱いを受けてから、このよう
に記載するべきだ。ここの文章は全部、日本学術会議の会長にお返しする。

言い出した者が見本を示さなければ、誰も信用はしないと観察している。
日本学術会議の皆さんは全員で、双葉町民より早く、双葉町に住んで見本を示して

ください、お願いします。

※ ・「これは、緊急時に一般の人々を防護するための考え方であり」とは、緊急時の発電
所周辺自治体と住民に対する信用棄損に他ならない。《参考資料 》と照合して頂き
たい。日本学術会議会長は、この考え方を示されましたので、ご自身もこの環境の
発電所周辺に住んでから、このようなことを言うべきであると思うので、所見を求
めます。
・「長期間続けることを前提にしたものではありません」とは、詭弁であり、現在の
発電所周辺自治体と住民は、長時間住んでいることを問題視しないのは如何なもの
かについて回答を求めます。

・「原発からの放射性物質の漏出」が止まった後に放射能が残存する状態を「現存被
ばく状況」と呼びます」とは、「原発からの放射性物質の漏出」が止まっていない
のに、避難解除を迫っている政府に問題がある。更に、止まっていないのに、現存
被ばく状況とは、如何なものかについて回答を求めます。
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・「そのような状況になったときには人々がその土地で暮らしていくための目安とし
て」について、日本学術会議会長はかなり無責任で可虐的だと考える。被害者が加
害者側の論理に従う云われは存在しない。「その土地で暮らしていくための目安」
には、我々には義務がない。これをいうのであれば、日本学術会議会長と内閣府原
子力被災者生活支援チームらが、家族とここに先に住んで、安全を確かめるのが筋
というものだ。この問題は非常に罪深いので、我々は慎重に判断して、行動しなけ
ればならないと考慮しています。お答えを頂きたい。

・「年間１から の間の規準を設定して防護の最適化を実施し」とは、基準を設
定する機関が我が国には存在しないことを知らなければならない。原子力災害対策
マニュアル、原災法、炉規法並びに災害対策基本法のどこにも内閣府原子力被災者
生活支援チームという名称、役割の明記が無い幽霊組織が、非常時の混乱にかけ入
り、発電所周辺自治体と住民を排除して、国の責任を回避するために暗躍している
組織が、我々に指示などできるはずがない。 ㍉シーベルト以下を 以下に
したことは、被害を 分の に矮小化させた。防護の最適化と言っているが、実
態は 分の に少なくする印象操作したに過ぎない。お答えを頂きたい。

・「さらにこれを年間１ に近づけていくことを は勧告しています」
は被ばくは限りなく低くしなさいと言っていて、 仮説を認めている。 ㍉シ
ーベルト以下に近づけなさいとは書いていない。誤用に過ぎないことを日本学術会
議会長は悪用して、このように我々を苦しめている証拠が本文である。この
の勧告を示して頂きたい。

・「福島の一部の地域では既にそのような努力が始まっています」恐ろしい現実だ。
国家公務員には、憲法第 条第 項「公務員は、全体の奉仕者であって、一部の
奉仕者ではない。」、国家公務員法第 条第 項では、「すべて職員は、国民全体の
奉仕者として、公共の利益のために勤務し、且つ、職務の遂行に当たっては、全力
を挙げてこれに専念しなければならない。」となっている。
日本学術会議会長に、こんなことまで言うのは大変失礼だが、福島県の公務員達

は狂っている。災害対策基本法第四条には、「都道府県は、当該都道府県の地域並び
に当該都道府県の住民の生命、身体及び財産を災害から保護するため、～」と定め
られている。しかし、福島県庁が県民を疎んじていて、救助・救済を怠り、公務員
達の自助に励み、県民の被ばく化を加速している。それをここで「福島の一部の地
域では、既にそのような努力が始まっています」という不作為、過誤・欠落を示し
ているに過ぎない。 解説をお願いしたい。
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※ ・「日本学術会議は、日本の放射線防護の規準が国際的に共通の考え方を示す
の勧告に従いつつ」について、日本学術会議会長に言いたい。本件事故の事故対
応の主体者は、国、県、発電所所在町と事業者となっていた。
しかし、本件事故発生以来、体制の主要メンバーではなかった官邸が突然断り

もなく、事故情報を独占してしまった。この為、発電所所在町の双葉町は蚊帳の
外に置かれ、得るべき情報をコントロールされてしまい、大幅にロスタイムを生
じさせ、避けられたはずの被ばくを避けることができなかった人災である。
双葉町災害対策本部長の職務の災害対策基本法第五条の執行を妨害した事件で

あることをご理解願いたい。これは公務員職権濫用罪という名の下で、行われた
犯罪である。
このことを省みない、この文書は悪文であり、事故の原因者の東京電力と規制

主務省庁の面々を守護するために書かれたものにすぎないことは明確だ。
・「国民の健康を守るためのもっとも厳しいレベルを採用している」この文章はウ
ソだ。悪質な虚偽文書である。「最も厳しいレベルを採用」するということは、
バックグランド値（事故前の数値をいう）をいうのであって、事故後の作文をい
うのではない。私の被ばく量の考え方は、事故後の数値と事故前の数値の「差」
を被ばく量と判断している。
私は、双葉町災害対策本部長の就任前、建設工事業と機械・機器等の保守管理

を行っていた関係から見た本件事故の対応は、素人集団が無知な判断と指示を繰
り返してきたところである。予見と対策を同時進行しなければならないのに、結
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果が出ないと判断することができないために、後手後手になり被害を拡大させた。
国は必死になり、被曝の影響を否定し続けているが、それは天に唾するがごとく、
成功はしない。在る物（核分裂生成物）は念仏では無くならない。それは自然が
よく知っている、日本学術会議会長がこの文書を公開しても、自然の摂理までは
変えられないのである。御見解を伺いたい。

・「国民の皆さんに理解していただくことを心から願っています」願うとは、日本
学術会議はまるで宗教団体にでもなったと想わせる表現だ。かつての神風特攻隊
を彷彿させるような「心から願う」ではなく、あくまで現場に聞き実働する以外
に、方法はないことを知るべきである。

・「このような異常な事態が一日でも早く解決して、元の平穏な生活に戻ることが
できるよう」このような異常事態とは、事実を語っている。

我々が強く感じている異常事態とは、原子力災害対策マニュアルと双葉町地
域防災計画の原子力災害対策計画を滅却させ、虚偽の事故対応で双葉町が荒廃
している現状をいう。それに内閣府原子力被災者生活支援チームという、俄か
が、突如公務員の優越的地位の濫用により、ウソで潜在的被害を拡大させ、偽装
を重ねた反動は永遠に続くことを、ご理解して頂かないといけない。ご回答を
お願いします。

・「日本学術会議も引き続き努力する覚悟です」日本学術会議会長の金澤一郎さん
は、福島第一原子力発電所の防災訓練にいつ参加されたのか記憶にはない。こ
の文章を読む限り、日本学術会議が我々の実情を確かめることなく、国と企業
の のために書かれたものと推測するが、文章の全体に確たる証拠がないの
は残念な気持ちがする。
平成 年 月 日と言えば、事故現場は混乱の最中にあって、海のものか、

山のものか定まらないに時に、このような文章が書けるのは、いささか不思議
である。どこかの、誰かの作文を引用していないと思うが、実証が少ないのが気
になるところ。御見解を伺いたい。

総括
本文に対する批判的解釈をさせて頂きましたが、 年 月 日に発生し

た、 核燃料加工施設の臨界事故の反省から作られた「原子力災害対策特別
措置法」は、事故対応の初動に不具合があったためにつくられた法律です。この
法律の要点は、現地に近い場所に、原子力緊急事態応急対策拠点施設（オフサイ
トセンター）を設け、原災法第 条通報が発電所から発出されたら、福島第一
原子力保安検査官事務所に常勤の原子力防災専門官が、予め決めていた参集要
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員に一斉参集の知らせを行い、参集させて対応を協議する。更に事故が拡大し
て、原災法第 条通報が発電所から発出されたら、オフサイトセンター内に、
原子力災害合同対策協議会を開催することになっていました。平成 年度福島
県主催の防災訓練でも、原子力災害対策マニュアルに則り、参集要員の参集訓
練まで行っていました。
しかし、本件事故発生当初から、原子力防災専門官の姿が消えてしまい、一斉

招集装置のボタンが押されていないのです。双葉町災害対策本部の担当課長は
日の夕刻、オフサイトセンターへ電話で交信を試みたが、通じませんでした。

これ以降、私が町の災害対策本部長であった間は、何処からも、誰からも参集の
案内はありませんでした。
したがって、町としては、何も決めてはいないし、合意とか同意をしたことが

ないので、不調のままになっているのです。発電所所在町が参加していない合
同対策協議会の場で、誰かが、何やら決めても効力は存在しないと考えていま
す。これを確かめるために、福島県の現地対策本会議の議事録を開示請求した
ら、会議はしていませんと回答されています。

このように尋常でない事故対応に、公正さと清潔さの無い様々な決定事項は、
無効と考えています。このような状況で ㍉シーベルト基準を決定されても、
合意形成をしていない被害者、国民側に差損が発生した場合、首謀者らによる
詐欺行為となることは明確です。
このような、不当なやり方はいずれ破綻し、首謀者は罰を受けることになると

予想しています。
日本学術会議のこの文章は明らかに、首謀者擁護の姿勢が見て取れますので、

あえて、これを論破する必要があったので、警鐘を鳴らしました。この文章の反
対側で多くの国民、被災者たちが、原子力推進機関と何らかの利益相反関係者
たちの誤訳・誤導に遭い、行政にも、ものが言えず涙を流しながら耐えているこ
ともご存じでしょう。

規制権限のない善良な被害者は、国によって、えん罪者にさせられて切り捨
てられているのです。
本文の殆どが原子力事故被害者に塩を与え、加害者のウソ、偽装、隠ぺい、誤
導を正当化しているようです。
日本学術会議 会長金澤一郎様は、被害者の立場で一言も語っていません、
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被害者が苦しんでいる現状に蓋をして、加害者を守ろうとしている姿は、ちょ
うど頭隠して尻隠さずの様相を呈しています。むしろ、本文からは詐害の加担
者としての強い意向が感じられます。
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《参考資料２》

これは、原子力災害時に活用するマニュアルで、発電所の事故が発生した場合に
活用するように定められている文書である。関連する規制省庁が参加して作られた
もので、防災訓練の手引きにもなっている、我が国の唯一の原子力災害対策マニュ
アルとして活用されてきた。
本件、東電の事故時においては、規制主務庁の原子力安全・保安院と原子力安全

委員会らの不作為により、このマニュアルが殆ど活用されることなく、ルールのな
い状態で今日まで続けられてきた。従って、発電所周辺監視区域外の自治体の参画
は全く無く、合意・同意の無いままに、今日まで来ているのが実態である。
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〔ページ数、 頁、参考資料 頁〕

本文には、重要なことが記載されていますが、紙面の関係で以下を省略します。
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《参考資料 》
以下は、福島県と発電所周辺監視区域外の 市町村が参加している「福島県原

子力広報協会」が定期発行していた、アトムふくしまの別冊として、 市町村民へ
配布されていたものである。発効日は平成 年 月となっていることを確認して
頂きたい。
双葉町の元町長として、自分が作ったこの別冊に反する解釈は虚偽記載となるの

で、貴日本学術会議が出稿した「本文」にそそのかされることは、出来ないことを
ご理解願いたい。
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ここには、 について、しっかりと解説されているので、他の虚偽文書にそそ
のかされるわけには、いかないことをご理解願いたい。
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この資料は定期的に発行していたので、これ以外に多くの資料が構成市町村民には
頒布されていた。
ここに、ことさらに拡大したのは、福島県原子力広報協会の構成について、ご理解

いただきたくて記しました。このパンフレットは広域的なもので、行政文書として発
電所周辺監視区域外の自治体住民に定期的に配布していたもの。
ここに書かれている内容については、事故後、福島県の担当者に、真贋について質

しているが、専門家に確認して頂いていると答えていることを述べておきたい。

この文書の記載内容について解釈を変えることは、この文書が虚偽記載されていた
ということになり、自己矛盾が発生するので、どこかの、誰かの悪しき誘導に惑わさ
れるわけにはいかない。まして、日本学術会議会長 金澤一郎氏へ、公開質問をして
いる井戸川克隆は、当時双葉町町長としてこの文書の作成をしていたので、なおさら、
事故後の誤導に対して、反論しなければならないことをご理解願いたい。
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《参考資料 》

上図は、平成 年度福島県が主催した防災訓練の時に、双葉郡内の各戸に配布
し、防災訓練の実施を知らせたものである。この訓練のマニュアルは、国が拵え
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たものを用いて実施されたものである。

この時の会場は双葉町を中心としたもので、平日、公務として行ったのである。

この図は、前頁のチラシから抜き出したもので、避難の大原則として、放射線の
影響が無い地域に一時的に遠ざかるものと明記されている。日本学術会議の金澤一
郎会長はこれを見ないで、ご丁寧な文書を書かれたのだろう。金澤一郎会長に申し
上げたい、貴方こそ、正しく現場について学ぶべきではないだろうか。

《参考資料５》

下図は、物を較べるとき、同じ場所、同じ時間、同じ物、同量・同質、同じ単位、
同じ計算式等で較べ、第三者の追試を受けなければならないことは、言うまでも
ない事だが、本件発電所破壊事件においては、意図的に虚偽の机上論を重ねてい
る。
この為、結果は無残に、いずれも証拠が無いのが特徴である。
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《参考資料 》

松下大臣、発電所周辺監視区域外の自治体にこそ「報連相」が必要だったのでは
ないですか。なぜ、双葉町には原子力防災専門官らからの参集の連絡が無かったの
でしょうか。
おや、副知事がここにいたんですね。情報開示請求で、福島県の現地対策本部

会議記録を求めたところ、会議はしていませんと回答されたのに、副知事がこの席
にいたとなれば、私に虚偽回答をしたことになるが。こんなこと、日本学術会議会
長は分かっていましたか。
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このようなことも日本学術会議会長はご存知でしたか。
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日本学術会議会長はこんなことも分かっていましたか。
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日本学術会議会長はこんなことも分かっていましたか。
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日本学術会議会長はこんなことも分かっていましたか。

かわら版21号.indd   35 2022/02/08   23:03:58



������������ ��������

日本学術会議会長はこんなことも分かっていましたか。
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日本学術会議会長はこんなことも分かっていましたか。
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μ ｈ以上は測らないのだから、それ以上のデータは無いわけです。
こんなこと日本学術会議会長はこんなことも分かっていましたか？

かわら版21号.indd   38 2022/02/08   23:03:59



������������ ������ ��

以上、よろしくお願いいたします。

尚、回答期限は本年 月 日までにお願いします
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